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薬剤科 

ゼプリオン TRI 水懸筋注Ⓡについて 

 

今回は，当院採用から 1 年経過しましたゼプリオン TRI 水懸筋注Ⓡにつきまして薬品情報および使用状

況についてお知らせいたします． 

 

【販売名】 

ゼプリオン TRI 水懸筋注 175mg シリンジ／ゼプリオン TRI 水懸筋注 263mg シリンジ／ゼプリオン TRI

水懸筋注 350mg シリンジ／ゼプリオン TRI 水懸筋注 525mg シリンジ 

【一般名】 

パリペリドンパルミチン酸エステル 

【効能・効果】  

統合失調症（パリペリドン 4 週間隔筋注製剤による適切な治療が行われた場合に限る） 

【用法・用量】 

パリペリドン 4 週間隔筋注製剤が 4 ヵ月以上継続して投与され、適切な治療が行われた患者に対し、最

終投与の 4 週間後から切り替えて使用する。通常、成人には、パリペリドンとして、パリペリドン 4 週

間隔筋注製剤最終投与量の 3.5 倍量を、12 週間に 1 回、三角筋又は臀部筋に筋肉内投与する。 

【用法及び用量に関連する注意】 

①下記の投与量で、パリペリドン 4 週間隔筋注製剤から切り替えて投与すること。本剤はパリペリドン 4

週間隔筋注製剤により適切に治療され、切替え前のパリペリドン 4 週間隔筋注製剤の少なくとも最後の

2 回が同用量である患者に投与すること。なお、パリペリドン 4 週間隔筋注製剤 25mg からの切替えが可

能な本剤の用量はないため、パリペリドン 4 週間隔筋注製剤 25mg を投与している患者では本剤を投与

しないこと。 

パリペリドン 4 週間隔筋注製剤投与量 本剤投与量 

 25mg なし 

 50mg 175mg 

 75mg 263mg 

100mg 350mg 

150mg 525mg 
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②本剤の即時の用量調節は困難であることから、本剤投与中に症状の悪化が認められた場合や本剤の減

量が必要となった場合は、本剤で用量調節を行わないこと。 

【製造販売元】 

ヤンセンファーマ株式会社 

【承認日】 

2020 年９月 

【薬価収載日】 

2020 年 11 月 

【薬 価】  

ゼプリオン TRIⓇ水懸筋 175mg シリンジ：64,540 円 

ゼプリオン TRIⓇ水懸筋 263mg シリンジ：84,829 円 

ゼプリオン TRIⓇ水懸筋 350mg シリンジ：102,748 円 

ゼプリオン TRIⓇ水懸筋 525mg シリンジ：134,858 円 

【本剤導入に関して】 

ゼプリオン TRIⓇ水懸筋注による治療は，医療者と患者の双方向から治療を決定する，いわゆる“SDM

（SharedDecision Making：シェアード・ディシジョン・メイキング）”による治療選択が特に重要視さ

れるとおもわれます．本剤における様々なメリット・デメリット（医療的，経済的）に関する情報提供は

もちろんのこと，患者の生活スタイルや価値観などを取り入れていくことが必須であると考えます． 

医師による SDM から始まり，薬剤師による LAI の製剤的特徴の説明，導入レジメンの確認，DIEPSS；

Drug Induced ExtraPyramidal Symptom Scale；薬原性錐体外路症状評価尺度を用いた副作用の確認，看

護師による経過中の状態確認等，多職種での取り組みはより安全な導入に加えて治療継続を高める方策

であると考えられます． 

【当院でのゼプリオン TRIⓇ水懸筋の使用実績】 

2021 年 3 月から 2022 年 2 月までの 1 年間のゼプリオン TRI 注Ⓡの使用実績調査を行いました．2022

年 2 月現在でゼプリオン TRI 注Ⓡによる治療をされている方は，全部で 13 名いらっしゃいました．  

12 週間に一度の投与

により治療を行って

おりますが，デイケア

を利用されることに

より，医療スタッフに

よる経過観察等のフ

ォローアップも充実

しております．患者さ

んからも特に有害事

象的な発言もないこ

とから，本剤による治

療はより良いもので

あると思われました． 
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★編集後記 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の半数以上がオミクロン株の亜種 BA.2 に置き換わっているとの

報道があり，まだまだ新型コロナウイルスによる感染症には予断を許さない状況です． 

経口治療薬が開発されてはおりますが，薬物相互作用が山のようにあるのでこれら

の薬剤で治療できる方々は多くないように思われます．特に当院で注目すべきは，当

院で汎用されている抗精神病薬（ブロナンセリンやルラシドン等々）や睡眠薬（トリ

アゾラムやエスタゾラム等々）もこの SARS-CoV-2 治療経口薬との併用が禁忌とな

っていることです．患者さんもスタッフの皆さんも感染予防を引き続きよろしくお願

いしたいと思います． 

  

 


